






価基準 1 ）の観点を検討する考察の第 3 稿である。












Shinji TAKEMURA：Version of the Reading （3） ―Approach to Écrivain
読みのヴァージョン（3）


































に進み（⑨ a →⑨ b），そこから遡及的にテキス
ト内対話を再構成して（a）その対話に参与し
（b），既有知識を活用しつつ自ら応答する読み方
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15- 5 ，2014.9，岩波書店）。注 1 ，pp.4７-48。以
下，再掲しておく。
　「著作家」（écrivain）。R・バルト〈一九五三〉『エ
クリチュールの零度』Ⅰ「政治的なエクリチュー
ル」等。森本和夫・林好雄（訳註，一九九九）の
訳語による。R・バルト（一九六〇）「作家と著
述家」，R・バルト（一九七一）「作家，知識人，
教師」では「作家」と訳出。森本和夫・林好雄の
同上書訳註（Ⅰ33）では，「言語（ランガージュ）
をコミュニケーションの道具，思想の伝達手段と
して用いる，つまり語り（パロール）を手段とし
て他動詞的に書く」《著述家 écrivant》の対語で，
「ただひたすら語りを練り上げることによって，
目的なしにいわば絶対的に自動詞的に書く作家」
をいうとする。なお，R・バルト（一九六八）「作
者の死」では，テキストと同時に誕生して言語活
動を維持する主体〈書き手 scripteur〉に「先行」
するものと見なしている。稿者はこの「書き手」
をエクリチュールの場の（語る主体）と見なし
て，実体的な「著作家」とは区別している。後
述。また「作者の死」では，「作者」に auteur が
用いられ，écrivain と区別されている点にも注意
しておきたい。後述。なお，小著『言述論』（笠
－11－
間書院，二〇〇三），参照。
７ ）以下については，竹村「枕草子の言述」（稲賀
敬二編『論考　平安王朝の文学―一条朝の前と後
―』新典社，1998。『言述論 for 説話集論』笠間
書院，2003に補訂再録）及び「類聚と想起―『枕
草子』の言述・続考」（浜口俊裕・古瀬雅義編
『枕草子の新研究―作品の世界を考える』新典社，
2006），参照。
8 ）鈴木知太郎「随想的の章段の鑑賞」（岸上慎二
編『枕草子必携』，学燈社，196７）。p.184。
9 ）Maurice Blanchot「ロマネスクな明るみ」（1959，
『来たるべき書物』粟津則雄訳，1968，改訳1989，
現代思潮社）。
10）Roland Barthes「作者の死」（1968，『物語の構
造分析』花輪光訳，19７9，みすず書房）。
11）Roland Barthes『エクリチュールの零度』1953，
森本和夫・林好雄訳注，1999，ちくま学芸文庫。
12）渡辺実「枕草子心状語要覧」（新日本古典文学
大系『枕草子』1991，岩波書店）。pp.363-364。
13）注 8 ，同。pp.190-192。
14）注11，「言語のユートピア」。
15）注 6 ，参照。
16）ハナムラチカヒロ『まなざしのデザイン―〈世
界の見方〉を変える方法』201７，NTT 出版。第
Ⅰ章，pp.11-14。
1７）注 6 ，参照。
18）注 6 竹村稿，参照。
19）注 ７ 竹村稿，参照。
20）増田繁夫『枕草子』和泉古典叢書 1 ，198７，和
泉書院の当該章段頭注は次のように記す（頭注
四，p.6７）。
　「翠華来タラズ歳月久シ。牆ニ衣（こけ）有リ，
瓦ニ松有リ。吾ガ君位ニ在ルコト已ニ五載。何ゾ
一タビ其ノ中ニ幸セザル。西ノカタ都門ヲ去ルコ
ト幾多ノ地ゾ。吾ガ君遊バザルハ深意有リ」（『白
氏文集」四・「驪宮高」）。玄宗皇帝の離宮を詠ん
だ新楽府。「翠華」は天子の旗，「松」は瓦松で，
しのぶ草。驪宮の荒れたのを，西京の様子になぞ
らえている。
21）102段での短連歌の付句は『大納言公任集』に
「吹くそむる風もぬるまぬ山里は」とあって，公
任が「少し春ある心地こそすれ」句を何人かに
送って応答を求めたことが知られる。清少納言の
付句は『大納言公任集』の採るところとならな
かったが，それを貴顕に賞讃されたと本章段に語
るところにもこれを指摘することができる。
※引用文献（引用に際しては表記等，改めたところ
がある）
・『枕草子』…和泉古典叢書 1 『枕草子』和泉書院，
198７。
・『古今和歌集』…新日本古典文学大系 5 『古今和
歌集』岩波書店，1989。
・『源氏物語』…新編日本古典文学全集20『源氏物
語①』，小学館，1994。
